
 

 

 

昨年 11 月に実施した「第 10 回日本人学生の「アジア体験」コンテスト to Vietnam」の入賞者 3 名が 2010

年 3 月 31 日までに各自の企画を実現する為にベトナムに行き、それぞれの体験を経て無事帰国しました。そ

の報告書ができあがりましたので内容を報告いたします。尚、実施報告書は当財団出版物「アジア文流

Vol.28」でも掲載予定です。（8 月発行予定） 

 

 

① 宮原 宇将 （東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科） 

企画テーマ： 「第２回ベトナム地域歯科医療調査」 

企画実施日： 2010 年 3 月 16 日～26 日 

活動内容： 歯ブラシ、歯磨剤の配布及び、予防意識の改革、 

歯科予防知識の普及と歯磨きの習慣の定着 

主な訪問場所： ベトナム(ハノイ、サパ) 

実施報告書：    「PDF」                      報告書を見る 

 

 

② 髙橋 昌子 （早稲田大学 教育学部） 

企画テーマ： 「地球環境改善のための文化教材づくりとその実践」 

ベトナム貧困地域の子どもたちと共に 

企画実施日： 2010 年 2 月 18 日～27 日 

活動内容： 貧困地域の子どもたちとの絵本作り及び、ベトナム 

             少数民族を支援するＮＧＯ活動の調査 

主な訪問場所： ベトナム(ハノイ・フエ・ホーチミン) 

実施報告書：    「PDF」                      報告書を見る 

 

 

③ 木下 祐梨 （甲南大学 文学部） 

企画テーマ： 「ベトナム人・ベトナムで働く日本人 100 人の“夢”調査」 

            あなたの夢は何ですか 

企画実施日： 2009 年 12 月 18 日～2010 年 1 月 1 日 

活動内容： ベトナム人・ベトナムで働く日本人 100 人から 

それぞれの夢についての調査 

主な訪問場所： ベトナム(ホーチミン) 

実施報告書：    「PDF」                      報告書を見る 

 

※木下さんの体験については 1 月 23 日の「神戸新聞」にも紹介されました。 

 

                                        新聞を見る 

 

 

 

 

①サパの学校にて 

②原っぱで絵本作り 

③子供にインタビュー 
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第 10 回「日本人学生の『アジア体験』コンテスト to Vietnam 実施報告書」 

東京医科歯科大学大学院 宮原 宇将 

 

テーマ：第 2 回ベトナム地域歯科医療調査 

 

 第 1 回ベトナム地域歯科医療調査では都市部と地域との歯科医療格差及び、歯科疾患の

状態を調査し、報告した。今回は場所を地域、特にサパ（ハノイから北へ 400km）近郊

の村に限定し歯ブラシ、歯磨剤の配布及び、予防意識の改革、歯科予防知識の普及と歯磨

きの習慣の定着を目的にベトナムを訪問した。歯ブラシを 300 本購入し、用意した。実際

に 300 本はとても嵩張った。 

 

第 1 日目(3/16) 
 タイ経由でハノイに夕方到着し、タクシーでハノイ駅に向かい、中国との国境ラオカイ

行きの夜行列車に乗り込む。 

 

第 2 日目(3/17) 
 ラオカイに早朝 6:15 に到着し、バスに乗り換え、7 時過ぎにはサパに着いた。ラオカ

イからサパまでの道は道幅を拡げ、舗装最中であった。観光客が増加し、その需要拡大に

備えるためと思われる。 

2 年前に泊まったピノキオホテルに泊まろうとしたが、改築中で無理だった。ホテルの呼

び子が自分のところへと呼び込む。1 泊 5 ドルのホテルを選んだ。 

早速、前回お世話になったベトナム人ガイド、ザンさんに連絡を取り、滞在中の予定を決

める。ザンさんの部下ディンさんに案内してもらう。今日はサパから南東に 10km 離れた

村 Giang Ta Chai に向かう。ここには黒モン族とザオ族が暮らす。バイクから降りて 30
分ほど歩くと川がある。その橋を渡ったところで子供が 10 人ほど集まって来たので、こ

こで歯ブラシを配り、虫歯の起こるメカニズムと歯磨きの仕方の紙芝居を英語でし、その

ガイドにベトナム語に翻訳してもらう。話が最後まで終わらないうちに半分くらい子供た

ちは

いな

くな

って

しま

っ

た。 
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そこからさらに山を登る。この山の上に村の中で最も貧しい家族のところにディンさんが

ベトナム政府からの救援物資（カップラーメン、中古の洋服など）を届けるためだ。その

山道を登りながらディンさんが僕に言った。「さっき、なぜ、子供たちが途中でいなくな

ったか分かりますか？」「いや、わからない。」「子供たちはこの人がお金をくれると期

待していたが、なにもくれないと分かり、去ったんだ。」話をいろいろ聞くとサパが観光

地として有名になり、観光客は年々増加し、その収入で多くの学校ができた。しかし、子

供たちは学校ではやることはなく、ただ、退屈なだけである。親にしてみれば、労働力を

学校に取られるということになるとのことである。親が作った裁縫物（クッションカバー、

鞄、敷物など）を子供がサパで観光客に売る方が、生活も楽になるとのことである。学校

を出ても、親の手伝いで農業を手伝うので、卒業しても意味がないと考える人もいるとの

ことである。また中には学校までの距離が遠く、数ヶ月で学校に来なくなってしまう生徒

もいるとのことである。 

話をしているうちに、その家に着き、物資を届け、歯ブラシと歯磨剤の配布し、お話をし

てホテルに戻った。さっきのガイドの話を聞き、その夜は深く考えさせられた。 

 

第 3 日目(3/18) 
昨日ガイドのザンさんと夕食をともにし、話しあった。サパ内の学校はベトナム人が多

く、歯磨きの習慣などもあり、比較的状態は良いという。サパより北西に 10km 離れた

Ban Khoang 小学校に向かうことにした。この地域は赤ザオ族と黒モン族の人々が暮らし

ている。事前にアポイントをザンさんに取ってもらい、今回の目的を話してもらった。バ

イクでその小学校まで向かう。1 時間程で到着した。この地域には観光客はほとんど来な

い。まず、その村の村長に挨拶に向かい、今回の訪問の目的を話し、許可をもらう。もう

1 つ、PTA のような会議で許可をもらう。学校の先生はベトナム人である。赤ザオ族と黒

モン族はおのおの独自の言語があるが、学校教育は公用語のベトナム語で行われる。 

 学校に戻ると、ちょうど、授業の最中で授業が終わるまで外で待たせてもらった。この

小学校は 3-5 歳、5-9 歳のクラスに分かれ、3 クラス、合計 60 人くらいである。この地域

は農業が中心である。授業は朝 7:30 から始まり、11:30 までである。給食は出ない。午後

は自宅に戻り、農作業を手伝うのだという。5-9 歳のクラスから始めることにした。まず、

歯ブラシを生徒全員に配る。みんな「ありがとうございます」という。非常に礼儀正しい。

虫歯発生のメカニズムと歯ブラシの仕方の紙芝居を英語でし、スライド 1 枚ずつ同時通訳

してもらう。「歯を磨いている人は手を挙げてください。」というと、半分くらいであっ

た。同様にもう 1 つの 5-9 歳のクラスも行う。みん

なで集合写真を撮る。 
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最後は 3-5 歳のクラスである。ここでは、歯を磨いている人は皆無であった。この年齢の

子たちには難しい話は分からないので、実際に歯を磨く練習をしてもらうことにした。ま

ずは僕がやってみせ、子供たちに実際に歯磨剤を付け、歯を磨いてもらう。2 つのバケツ

を用意してもらい、1 つには水を。もう 1 つには口をゆすぎ、出してもらう用にする。僕

がみて周り、仕上げ磨きを手伝ってあげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その際、虫歯の状況も把握できた。現在も虫歯により、歯が痛いという子がいた。治療で

きる技術が僕にはあるものの、今回の渡航では、治療が出来ないことがとても歯がゆい。

子供たちは口の中が泡だらけになることが初めてのようで当惑している子も見られたの

で、すぐに口をゆすいでもらった。この生徒たちは朝食を自宅でとり、学校に来る。担任

の先生と話しあった結果、ここの子供たちには歯ブラシを 2 本ずつ渡し、1 本は家に、1
本は学校に保管してもらい、学校で歯磨きの時間をもうけてもらうことにした。また、歯

磨剤は全員には行き渡らないので、学校で保管してもらうことにした。900ppm のフッ素

入りのものである。サパの町でも歯磨剤は売っていたが、フッ素入りのものは無かった。

また、説明に用いた紙芝居を 1 部プレゼントさせてもらった。 

 小学校の先生方が是非一緒に昼食を、ということで、ごちそうになった。「子供たちの

健康のためにわざわざ日本から来てくださり、本当にありがとうございます。」と感謝さ
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れ、ニジマスのムニエル、アヒルのゆでた肉、ご飯、スープ、そしてライスライという、

お米からつくった焼酎をいただいた。素晴らしいご馳走であった。ライスライをショット

グラスで各々の先生方と乾杯し、杯をあける。杯をあけると握手をする。これがベトナム

人の乾杯の仕方なんだと学ぶ。みんな僕と乾杯したがるので、何杯も飲み、すっかり顔も

赤くなってしまった。 

 その後、子供たちと蹴鞠のような蹴羽根で遊んだ。どこの国でも子供はかわいい。別れ

を惜しみ、サパに戻った。サパで 2 年前に会ったラオチャイ村出身の黒モン族のシューに

偶然遭遇した。明日の午後と明後日のガイドが決まった。 

 

第 4 日目(3/19) 
 2 年前に訪問したライチョウ省の村を再度、訪問することにした。ライチョウ省の村に

行く途中、国道沿いに小学校があり、急遽、寄ることになった。ガイドに学校の先生の許

可をとり、生徒たちに歯ブラシを配る。歯ブラシをもらうと 5-9 歳の子供たちは 1 人 1 人、

椅子から立ち、腕をくみ「ありがとうございます。」という。非常に礼儀正しい。この地

区には赤モン族が暮らす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ライチョウ省の村までの国道はシャベルカーで拡大、舗装中で非常に道が悪かった。途

中、30 分近く、トラックとシャベルカーに道を阻まれ、待たされることもあった。 

ライチョウ省の村に着いた時には、小学校の授業は修了し、子供たちは各家庭に帰ってし

まっていた。仕方ないので各家庭を訪問し、歯ブラシと歯磨剤を配布した。 

 ライチョウ省の村にはルー族が暮らす。この民族は既婚後、歯を黒くする習慣がある。

ある種の木を切り、数日おいて乾燥させ、それを火の中に入れる。すると、木の幹から黒

い液が滲み出てくる。これを金属製のヘラの上に集め、歯に塗る。毎夕食後、これを行う。

この黒い液が乾燥し、歯の表面を覆っているので、虫歯にはならない。最近では既婚女性

でも歯を黒くしない人が増えているとルー族の女性に聞いた。なぜかと聞くと、「白い歯

のほうが綺麗」という答えだった。文化・習慣の消失が寂しくも思える。2 年前に訪問し

た時に写真を撮らせてもらった。「今度来るときは写真をちょうだいね。」といわれたの

で、今回は現像して持参した。偶然、同じ家庭の子供と再会出来た。その写真をとても喜

んでくれた。ライチョウ省の村の家は高床式の住居で、木造である。ルー族のある家庭に

あがらせてもらった。ちょうどお昼時でご飯を一緒に食べないかと言われ、ご馳走になっ

た。ご飯、もやしの炒め物、血のソーセージをいただく。ここでも、ライスライをいただ

いた。その後、歯磨きの仕方を説明した。 
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 その後、サパに戻り、黒モン族のシューにカットカット村まで案内してもらう。この村

でも各家庭を訪問し、歯ブラシを配布した。夜は黒モン族のシューとその友人と夕食を共

にした。 

 

第 5 日目(3/20) 
 この日は同じく黒モン族のシューにガイドを依頼して、彼女の出身地、ラオチャイ村ま

で山道を 5 時間トレッキングする。途中、何人かの黒モン族の人とすれ違う。「ハロー」

というと、「ハロー」と返ってくる。シューは「黒モン族の人は道ですれ違うときには、

こんにちは、とは言わない。これからどこに行くの？ときくのが普通」といっていた。 

歩くうちに数人の子供たちに遭遇する。ここでも歯ブラシを配布し、シューに黒モン族語

で歯の磨き方を説明してもらう。シューの家に 2 年ぶりに訪問させてもらった。ちょうど

トウモロコシの種まきのシーズンでトウモロコシを 1 粒 1 粒取っていた。トウモロコシは

夏に収穫後、皮を剥き、天井につるし、キッチンの煙（料理は薪火を利用する）で燻し、

乾燥させ、長期保存させる。そして、春になると種を蒔く。シューの家にも歯ブラシを配

布する。そして、サパに戻った。 
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第 6 日目(3/21) 
 今日は日曜日である。日曜日はバックハーという地区でサンデーマーケットが行われ

る。この地区には花モン族が暮らしている。花モン族の住居は壁は土である。黒モン族の

住居の壁は木で出来ている。ある家庭を訪問し、家の中を見させてもらう。歯ブラシはあ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでも、歯ブラシを配布してまわった。サパに戻り、町を歩いていると 2 年前に出会っ

た黒モン族のヴァンと遭遇した。彼女は僕のことを覚えていてくれた。彼女は今年で 10
歳になっていた。2 年前のサパでの最後日、ラオカイに向かうバスを最後まで走って見送

ってくれた少女である。町を一緒に歩いていると彼女がある、赤ザオ族の民族衣装を来た

フランス人男性のところに走っていった。彼はサパにツアーガイドとして来て、この地が

気に入り、ビザを更新し、黒モン族の女性と結婚し子供をもうけた。しかし、両親に認め

られず、結局その女性とも離婚し、今は赤ザオ族のある女性と暮らしている。その赤ザオ

族の女性は夫（赤ザオ族）と死別し、その前夫との間にできた 2 人の子供がいるという。

その赤ザオ族のある女性に明日はその出身地であるターフィン村まで案内してもらうこ

とになった。 

 

第 7 日目(3/22) 
 ターフィン村まで山道をトレッキングする。その途中に小学校があり、ここで歯ブラシ
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を配布して、300 本すべてがなくなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 山道を行く途中、赤ザオ族の女性、ターメに薬草とその効能を説明してもらう。村には

約 50 の薬草が認知されており、その内の 30 は良く効くとのことである。足をくじいたと

きに塗る薬草、手を切った時に塗る薬草、蛇に咬まれたときに塗る薬草、歯が痛いときに

効く薬草などである。足をくじいたときに塗る薬草には天然のインドメタシンのような効

果があるのかもしれない。分子構造が似ているのかもしれない。これらの薬草を成分分析

したら、もしかしたら、新薬が誕生するかもしれない。僕にとっては非常に興味深い分野

で あ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 9 日目(3/24) 
 いよいよサパを離れるときが来た。いつでも別れはつらい。黒モン族のシューは朝ホテ

ルにやってきて、手編みのミサンガをくれた。「またサパに来るときは教えてね」「必ず。」 

ラオカイ行きのバスに乗り、ラオカイからハノイ行きの寝台列車に乗り込む。ハノイに早

朝到着した。ホテルに行き、この日はハノイに滞在した。日本語の話せるベトナム人ガイ

ド、グエン・クイン・ロアンさんと夕食をしながらベトナムの現在の情勢、ハノイからみ

たサパ近郊に暮らす少数民族に対する姿勢など、いろいろ話をした。 

ロアンさんによると大学まで進学する人も少数民族の中にはいるとのことである。また、

その授業料も政府の計らいでベトナム人よりも安いとのことである。ベトナム政府は少数

民族のことを忘れてはいないのである。それを聞いて嬉しく思った。 

 

第 10 日目(3/25) 
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 朝の便でハノイからタイに移動した。バンコクに立ち寄るのはベトナムをタイと比較す

るためである。ハノイ空港から市内まで 30km くらいあるが、バンコクも市内まで 30km
ある。現在、暴動など、タイの情勢も安定していない。市内には自動小銃を備えた多くの

警備兵が立っており、いくつかの道路は閉鎖されていた。そのため、通常ならば、1 時間

もすれば着くのに 3 時間もかかった。ハノイ―バンコク間は 90 分なのに、バンコク空港―

市内で 3 時間かかった。車の数は多く、車種は日本製のものが圧倒的に多い。ハノイ市内

は車より、バイクの方が多いのに対し、バンコク市内はバイクより車のほうが多い。また、

三輪車のタクシーTuk Tuk が横行する。ベトナムではメーターの付いていない 2 輪車のバ

イクタクシーがメインである。値段はドライバーと交渉する。タイである歯科医院を見つ

けた。アポイントをとっていなかったが、閉院間近のところを名刺を見せ、入った。あい

にく、院長はすでに帰宅していたので、内部見学は出来なかったが、受付と待合室を見学

させてもらった。インプラント治療もしているようである。その値段は日本のより遙かに

安い。しかし、使用しているインプラントは業界でも定評のある会社のものであった。補

綴物の技工代が安いのかなと推測した。 

 

第 11 日目(3/26) 
 朝の便で成田空港に向かった。機内で今回の渡航を回想していた。 

 サパは夜は連日、霧に覆われていた。交通量が増え、排気ガスに水分がが付着し、その

粒子が浮遊するからである。それは重く、雲にはなりにくい。サパにも近代化の波は押し

寄せている。町には中国製のアイスクリームなども販売されている。いままで、黒モン族

や赤ザオ族の甘味料はサトウキビであったの対し、アイスクリームに変わろうとしている。

サトウキビの糖分はフルクトースであるのに対し、アイスクリームはショ糖である。これ

は虫歯になるリスクが全然違う。それは虫歯を引き起こすミュータンス連鎖球菌はフルク

トースよりショ糖の方が分解しやすいからである。エナメル質の脱灰が始まる臨界 pH は

5.5 である。ブラッシングの習慣がない子供達はいともたやすく、虫歯が進む。また、乳

歯は永久歯よりもエナメル質も幼弱で幅も薄いため、虫歯はすぐに進行してしまう。今回

の歯科予防教育の普及が少しでも彼らのためになってくれたらと思う。いつの日か今回訪

問させてもらった小学校に再度訪問し、その定着を確認したい。また、その波紋が、学校

から学校へ、学校から家庭へと広がることを期待したい。窓の外を見ると、もう、日本の

山脈、農地が広がっていた。 

 最後になりましたが、今回、このような素晴らしい機会を与えてくださった、（財）共

立国際交流財団の関係者各位にお礼を申し上げたいと思います。2 度の受賞をありがとう

ございました。これを機にアジア地区の歯科分野におけるボランティアを今後も続けたい

と思います。 



ORALBIOFILMS AND 
PLAQUECONTROL

Takayuki MIYAHARA D.D.S.



1, Fundamental knowledge about 
teeth & caries

2, How to Plaquecontrol

3, If you are missing your teeth



Fundament knowledge 
about teeth & caries



Mechanism of dental caries

Enamel

bacteria

plaque

sugar



Mechanism of dental caries

A kind of sugar

Gram-negative bacteria

Gram-positive bacteria

Demineralization Remineralization



C1 C2

A classification of dental caries



C3 C4

A classification of dental caries



How to oral care
• Brushing your tooth

• Mouthwash method



Aim of oral care

・Maintain of oral clealiness

・Prevention of oral disease

・Maintain of oral function



Too old one is no good

Too old



Tooth paste



Fluoride one is better



Plaquecontrol
+

Fluoride



Angulation



歯ブラシのあて方
The side of tooth brush The calx of tooth brush

The toe of tooth brush A tuft of tooth brush



Solution of caries & missing teeth

• Composite Resin restoration

• Root canal treatment

• Full denture

• Partial denture

• Bridge

• Implant



Filling 



Partial denture



Bridge



Implant



Implant



Implant



conclusion

• Your own teeth are the best.

• So, let’s brush your teeth up after eating.



Thank you for your attention

Kasuga shrine   JAPAN 



地域環境改善のための文化教材づくりとその実践 

～ベトナム貧困地域の子どもたちと共に～ 

早稲田大学 高橋昌子 

Ⅰ、ベトナムでの活動地域 

 

  Ⅱ、活動概要 

 ① Bajiko 教室の子供たちの活動を支えるためのミニ絵本作り（於ホーチミン） 
   ・・・Bajiko 教室とは、NGO 団体 BAJ が、活動を行なっている子どもたちの美術教育実践

の場。教室が開いて日が浅いため、教室の潤滑な運営を支える基本的ルールを分かり易くス

タッフ・子どもたち双方に伝えるためのミニ絵本を作成した。（計１０冊作成） 
 
② ベトナム少数民族を支援するＮＧＯ活動のこれまでの成果を知る（於ハノイ） 
  ・・・ハノイから車で３時間ほどのところにある山間部のタイ族の村を訪問し、彼らに対す

る NGO の自立支援活動が、どのような形で根付きつつあるのかを、実際に目で見て学んだ。 
 

 ③ 貧困地域の子どもたちとの絵本作り（於フエ） 
   ・・・フエの小学校の子供たちと貧困地域の子供たち（水上生活・橋下生活をしている）と

一緒に絵本作りを行なった。完成した絵本を通して、彼らの自分の住んでいる地域への愛情

や思いなどを引き出しながら、今後この絵本をどう生かしていくか（日本で紹介することや、

フエでの大人たちに向けた発表の場を設けるなど）、その計画と準備に取り組んだ。 
 

活動② 

２月１８日～２月２１日 

活動③ 

２月２４日～２月２５日 

活動① 

２月１２日～２月１７日 

２月２２日～２月２７日 



 

 
 

Ⅲ、活動の特徴 

① Bajiko 教室の子供たちの活動を支えるためのミニ絵本作り（於ホーチミン） 
   ・・・これは、ベトナムを訪れるまでは予定していなかった活動である。ホーチミンの BAJ

事務所に到着するなり「教室のスタッフや子どもたちのために、絵本を作って欲しい」といきな

り言われた時は、正直、ひどく戸惑った。何をどう描けばいいのか？求められていたのは、たと

えば「教室の中でポスターががはがれていたり、机がガタガタしていたら、放置しないですぐに

誰かが直す」ということや「事務所の買い物をしたら必ず領収書をもらう」ということや「子供

たちの作品は飾る」というような、教室運営のための基本的約束事をわかりやすく絵で伝えると

いうことだった。この地域では、最初はしていたことでも、時が経つうちに自然消滅したり、新

しいアルバイトの人が入ってくるたびに教室のルールを説明をすることが大変らしい。そういう

リーフレット的な役割を絵本にもたせるということが、私には最初抵抗もあり、日本語で書いて

も仕方ないのでは・・・というような半信半疑の気持ちで最初の絵本を作成した。 

       
 
      

その第一作目が上に示したものである。案の定、これは受け入れられなかった。「登場人物の髪

形も教室の様子もベトナムをまだ見ていない作品だね。これがベトナム１日目の作品だということ

を良く覚えておきなさい」と言われ、落ち込んだ。しかしその後、実際にスタッフの方々の意見を

聞きながら何日か過ごすうちに、日本では無意識に行なってしまうデフォルメしたような教室を描

くのではなく、なるべく実際の教室に近付けて描くことや、目線によって主人公のしていることや

考えていることを端的に表現することが、ここベトナムでは、理解しやすい絵本の必須要素なのだ

と考えるようになった。 
そんなある日、自分の作っている作品に自信が持てなかった私に日本人スタッフの方が同じ題材

でベトナム人スタッフの方が作ったミニ絵本を私に見せてくださった。 
「あなたは自分の絵本がうまくできないと嘆くけれど、まずあなたの作品には表紙がある。彼の作

品には表紙がない。絵本には表紙があるというのを当たり前だと思うのはあなたが日本で育って小

絵本づくりと格闘したＢＡＪ事務所

 

記念すべき一冊めの絵本 

 



さいころから知らず知らずのうちにたくさん絵本を読んできたから。恵まれた環境であったことを

感謝しなさい。それから、たとえば作った作品を飾る棚の絵を描いてと頼んだ時あなたはたくさん

の作品を自由に描くことができるけど、それはあなたが小学校の時に工作でいろいろなものを作っ

たり、折り紙という文化が日本にはあるから。こういうことが日本人にしかできないことなんだ

よ。」 
このことばは、ベトナムでの絵本プロジェクトを夢みていた私に、活動を行なう前の非常に重要

な視点を与えてくれた。文を絵にするということは、今までの経験を生かして、たくさんのことを

伝えるということ。それは教育の中で知らず知らずのうちに培ったものであること。つまり、経験

と表現は意識しなくても密接に結びついているのだということに気づかされた。 
活動①は、単なる表現教室運営のお手伝いというだけでなく、これから行なおうとしている活動③

（今回の主たるプロジェクト）を行なうための、ベトナムの子どもたちが絵本を作るとはどういう

ことなのかを私自身が胸に刻み付けるための重要なオリエンテーションだったのだ。 

   
 
 
② ベトナム少数民族を支援するＮＧＯ活動のこれまでの成果を知る（於ハノイ） 
 ・・・テト（旧正月）の間、私は事務所のスタッフの方々とハノイから車で３時間チベット

の方に向かったところにあるタイ族の方がたくさん住んでいる地域に行った。その村に行く途中、

日本の「道の駅」のように、とうもろこしや、竹の中にご飯を入れて蒸したものを売っている場所

があった。ここではミャオ族とモン族が同じ場所で隣り合いながら販売しているのに驚いた。ホー

チミンとは気温差が２０度くらいあるとても寒い場所だった。 

   
 
 

私の絵本を教室で活用する準備中

 

Bajiko の子供たちも手伝ってくれた 

竹につまったご飯を売るタイ族の人 この道路の脇で販売している 



さて、私たちが訪問したタイ族の方が住んでいる地域では今、観光客へのタイ族文化を体験しな

がら宿泊できる宿泊所の経営や、機織りで作ったタイ族の伝統衣装の販売で生計を立てている方が

ほとんどであった。今でこそ３０世帯以上が集まって暮らしているが、ＮＧＯが７年前初めてこの

村に訪れた時には３世帯くらいしかなかったそうだ。そこで、暮らしを安定させる手段としてこの

機織りの技術を教え都市に販売したり、実際にその村で販売することを紹介したところ、彼らの努

力とＮＧＯの努力の成果としてたくさんの観光客が村を訪れるようになったという。そして、散逸

していたタイ族の人々が次第にこの集落に集まり、昔ながらの高床式住居に住み暮らすようになっ

たのだそうだ。私が訪れた日もアジア人の観光客だけでなくフランスや英語圏からの観光客などが

多くみられた。長期の展望を持って、村の人たちの自立を支援していくことの重要性と、その思い

が実際に人々の暮らしを育てていく様子を見学できたことは、大きな感動であった。 

   

 

 

私たちは、この村の中の宿泊所でお昼ご飯と晩御飯を頂き、毎日この村で行われている村の美女

ダンスチームによる踊りを鑑賞し、一緒に踊った。 

最初私は何も考えずに出された料理をおいしいおいしいと食べていたのだが、晩御飯のときに家

の主人の方から何気なく聞いた話が忘れられない。 

「ここに今までたくさん日本人がきた。 でもこんなにも私たちの料理を全部食べてくれる人は

君たちが初めてかもしれない。本当は昼間だした卵焼きも、揚げずに出したいが、外国人は、卵が

良く焼けてないと食べるのをためらうから揚げるようにした。鶏肉も本当は葉っぱと蒸した方がお

いしいのだが、彼らは葉っぱを嫌がるから、それもやめにした。全部の料理をバナナの皮で包みた

かったけど、それも日本人が嫌がるからやめた。 砂肝もホルモンも日本人は食べようとしない。 豚

の耳の皮を炭火焼きしたものも日本人は臭いといって食べない。ほんとはそっちの方がうまいのだ

けど日本人向けに焼くようにしたのだ。こんなにしっかり食べてくれたのは君たちがはじめてだ 」 

おいしいと言って食べながらも、ひそかに隠していた自分の心の内を見透かされたような気がし

た。 

そして、さらに、印象的だったのは、このご主人の言葉を受けてＮＧＯの方々が笑顔で返された

次のようなことばである。 

全て手作り どの家の前にも作品が飾ってある 



「うわ～なってもったいない！全部バナナの皮に乗せて食べたかったなぁ。日本からの観光客は

きっと、ここの人と仲良くならずに食べるから、みなさんが作ってくださるお料理のほんとうの味

がわからないんだと思いますよ。人と人の出会いも食べ物も、ゆっくり味わうことが大事ですねぇ。

私たちはみなさんのことが大好きだから、お料理もおいしくいただける。いっぱい食べさせていた

だきますよ！」 

活動②は頭の中だけで知ったつもりになっていた、現地の人たちの今の生活様式や文化を理解す

る NGOの草の根交流のあり方を身をもって体験し、自分の身勝手さをも反省する機会となった。 

 

      

 

③ 貧困地域の子どもたちとの絵本作り（於フエ） 

・・・今回一緒に絵本作りをすることができたフエの貧困地域の子供たちは、ＢＡＪが長い間

生活排水の行方を調べる地図作りを一緒にして地域に発表したり、地域での水の使われ方につ

いて調査をしているところであった。最近子供たちは政府の方針で水上生活の廃止を命じられ

ローンを組まされ国が用意したアパートに住んでいるが、収入のめどもつかず厳しい生活を強

いられている。お金や仕事の問題だけでなくトイレ指導の問題など政府が気づかないところに

も問題は山積みである。実際に住まいを見学させてもらったところ、トイレの天井に洗濯物が

かけてあって驚いた。今まで船で洗濯物を干していた人たちには、どうしていいかわからない

のだそうだ。 

そんな生活背景をもつ子供たちと実際の絵本作りに取り掛かる前に、交流の時間を持った。

昔彼らが乗っていた船に案内してもらい２０人くらいで船の散歩をしたのだ。漕いでくれたの

は１３歳の男の子だったが、小さな子供たちも船に乗る際に、私の荷物を代わりに抱えて器用

に乗っていた。子供たちはみんな昔自分が住んでいた場所を懐かしそうに船から身を乗り出し

眺めていた。一人の男の子は、今にも川に飛び込んで泳ぎだしそうな勢いであった。私が彼ら

と触れ合った中で一番印象に残っているのは、彼らの礼儀の良さと上下のはっきりとしたつな

がりである。一緒にお昼ご飯を食べた時も大人が箸をつけるまでみんな決して食べようとはせ

ず、自分の分の葉っぱ巻きを皿に取るときには必ず隣の子の分も取ってあげる気遣いをしてい

た。また、小学校高学年以上の子供たちは黙ってみんなの分のコップを配りお茶を汲みに行っ

ていた。絵本製作のために遺跡をみんなで訪問した時も、小さな子たちはどんなにはしゃいで

ふるまわれたタイ族料理 歓迎のお酒を一緒に楽しむ 



いても、高学年のお兄さんやお姉さんが「もどって」といったらすぐにきちんと戻ってくる。

この子ども同士のつながりはどこでうまれているのだろうか。今の日本が失ってしまったたも

のに違いない。短い時間ではあったが、この交流の時間を持てたことで、絵本作りの際に、彼

らの表現の後ろ盾となる人と人の絆の深さや積み上げてきた経験がどんなものであるのかを

垣間見ることができた。 

 

   

１３歳にして彼のオールさばきは完璧 

 

 さて、いよいよ２回にわたる絵本作りの実践報告である。 

まず最初に絵本作りを行なったのはフエの小学校だ。６年生４０人を対象に絵本作りをした。こ

の絵本作りの特徴は、具体的な絵や形を用いずに、新聞紙や広告し、あるいは不要になった紙をち

ぎって、イメージをふくらませて、ものがたりを作ることにある。この手法は、絵を具体的に描く

ことに要する時間を短縮できるだけでなく、いったん出来上がった物語を何通りにも語り替えるこ

とができること、また、素材（新聞紙やラベル）の持ち味を味わいながらリサイクルの意味も学べ

るなどのメリットと教育効果が見込める。 

 最初、私がその場で即興で作った絵本をみんなの前で紹介した。作品の内容は、普通に読むと、

ひとりの少女がベトナムにやってきて、道端で知らない人とお茶をする習慣に感動し、日本に帰国

してこの文化を伝えようとする。そして、彼女はまたベトナムに帰ってきたいと願っている、とい

うもの。読み終わると今度はその絵本を上下逆にして、読み直してみる。雨が降ってきて靴下も女

の子もウサギもみんなで雨宿りできる場所に避難して楽しくすごすというもの。彼らにはやはり一

つの絵本で二つの話が作れるという発想が斬新だったらしく、とても興味深そうにみつめてくれた。

次に実際に彼らが挑戦した。私が彼らに提示した約束事は以下の２つである。 

① ハサミを使って、動物や花などの形を具体的に切り取ったりはしない 

② 広告にのっているオレンジの写真を切り取ってオレンジとして用いるというようなことはしな

い 

理由は、上記に上げたように、イメージを自由に膨らませ、物語を何通りにも読み取ることができ

るようにするためである。 

懐かしそうに川を見つめる姿が印象的だった 



いざ絵本作りを開始してみると、配られた紙にさっそく新聞紙をちぎって貼る子もいれば、ひた

すら絵本の形を作ることに集中している子、隣の席の友達と何を作るか相談しながらなかなか進ま

ない子とさまざまで、その様子は日本の小学校の子供たちとあまり変わらないように感じた。一人

ひとりの机を回りながら「それは何？」というような言葉をかけてまわったが、みんな恥ずかしが

り屋の様でなかなか教えてくれなかった。自分の作品を否定されることが不安なのかなと思いでき

るだけ言葉がわからなくても「GOOD!!GOOD!」を繰り返し自信をもって続きを作れるように心がけ

た。できた人から前で発表してくださいというと、一人の少年が前で発表をしてくれた。写真の子

どもである。彼の作った絵本は、昔この街に潜水艦が攻めてきた、という戦いの話だった。 

                                                    

 

 

私は、あえて、「環境のことを考える絵本をつくること」をテーマとして強調しなかったが、彼ら

は外からの情報が少ない分だけ、自分の身の回りの出来事に向ける目が素直に育っており、一見当

たり前にも思えるちいさなできごとが物語りになっていた。つまり、この街に生きることこそが「彼

らの最大の経験」なのだと、出来上がった作品を見て痛感した。このことは、日本の子どもたちに

も作品を紹介していく中で、いっしょに考えてみたい。 

 また、これは指導者としての反省であるが、最初に作品例を見せる場合はその内容を慎重に吟味

しておかないと、子どもたちの作品作りにかなり強い影響を与えてしまうことがわかった。今回私

がデモ用に作成した絵本は、少女がベトナムに行く話だったせいで、数名の子どもが同じようなベ

トナムに旅行をする話を作っていたし、中の一人の子どもはほぼ私と同じ話になっており、デモ作

品の影響力を強く実感した。 

指導のありかたとして工夫した点は、自己表出が苦手な恥ずかしがりやの子どもたちが多いと感

じたので、「どんな話？」とストーリーを聞き出すだけではなく、彼らの作品を手にとって「お姉

ちゃんにはこんなお話に見えるよ」という風に私なりのストーリで読んでみせたり、「これは太陽

かな？」という風に具体例を出して相手のことばを引き出していくようにした。すると、子どもた

ちは「違うよ、これはね」とたのしそうにことばをつないで語ってくれた。通訳を引き受けてくだ

さったトエ先生のことばを借りれば「相手から引き出したいばかりにただ、質問し続けるのでは尋

問と変わらない」ということであろう。 

次に絵本作りを行なったのは水上生活や橋の下での生活をしていた子どもたちである。 

第一回目の絵本作りの反省として、自由なイメージを大切にしたコラージュ絵本にするという自分

絵本の作成に取り組む子ども達 最初に披露してくれた男の子 



の想定していた絵本作りの方法にこだわりすぎると、作成すること自体に気をとられすぎて、メイ

ンであるはずの子ども達のお話ができづらいこともあったので、今度は作成方法にはあまりこだわ

らないことにした。今回一回きりの取り組みと思わずにこれから何度もやっていくうちに理解して

もらうことをめざすことにしたのだ。同行してくださっているトエ先生からも「子どもがあなたの

希望どうりに添わなかったときにあなたは子どもが絵本を見せてきても顔がわらっていないよ。こ

っちの都合だけを押し付けるのはダメだからね」とドッキリするような助言をいただいた。 

こうして取り組んだ２回目の自由度の高い絵本作りでは、自分たちの手で調査を進めてきた下水

処理場について、「これからもしも処理場の数が増やせなかったとしても今ある分をフルに活用し

ていきたい」というような話や、水上生活をしていたときのことを思い出して「魚と同じスピード

で泳がないと魚はつかめない」と語ったもの、また、「自分の好きなものはお母さんの作った豚肉

料理とゲームだ」というような話など、実にさまざまでいきいきとした話を聞くことができた。あ

とから、聞いた話だが子どもたちは「自分たちがお姉ちゃんに自慢したいことをお話にしよう」と

言いあっていたらしい。私はそれを知り彼らは自分たちの活動や水上での暮らしに誇りを持ってい

るのだと、よくわかった。と同時に、そういう意識を彼らが持てるよう、ここまで一緒に環境活動

をしてこられたＢＡＪの方々への尊敬の気持ちが前にも増して強くなった。今回は小さな子どもた

ちも多く、集中力が続かないのではないかと懸念していたが、みんな一生懸命広告や新聞紙を切り

合わせ飽きることなく熱心に取り組んでくれた。お昼に小学校で試みた時には難しかった、「絵本

を逆さにするとどんな話がみえてくるかな？」という即興のお話作りにも果敢にチャレンジしてく

れた。 

絵本作りをしてみて気になったのは、日本の子ども達に比べて空想上の話をするのが苦手なよう

に感じ取られた点だ。靴下が話したり、風船が飛ぶ話や、クジラの話など現実とかけ離れた話を人

前でするのは恥ずかしいことなのだと考える傾向があるようだ。この傾向は、昨年タイで保育士の

方々の絵本研修会に参加したときも感じたことだ。先生方が考えられていた「よい絵本」とは、現

実の生活を描写した散文的なものであり、日本のファンタジックな作品や、ナンセンス絵本が紹介

されると、教育現場にそういう絵本を持ち込んでも構わないのだということに非常に驚かれていた。 

生活背景もこれから身に着けていかなければいけない課題も異なるベトナムの子どもたちに、日

本の子どもたちと同じようなファンタジーやナンセンスの要素が必要であるのかどうかは、これか

らよくよく検討していかなければならないが、ネットでの交流を通してそういう問題とも向き合っ

て子どもたちとの絵本作りを展開し続けていきたい。 

さて、この２回の絵本作りの中で思いがけず学び得たことがある。それは、こういう実験的プロ

グラムを行なう際の通訳者との関係の結び方についてである。今回プロジェクト全般にわたって通

訳をしてくださったトエ先生は、繰り返し私に「あなたが伝えたいことはこれであっているか。ど

うして子どもたちにこれをさせたいのか。一番の目的は何か」と問いかけてこられた。それだけで

なく、日本での私の取り組みの様子を確認したり、活動①の所でも述べたように、プログラム③を

行なう前に、ホーチミンでの絵本作りを計画してくださり、それによって異文化の中で絵本を作っ

たり作らせたりすることの意味を事前に考える経験をさせてくださった。最初その意図がわからず、



失礼にも、（なんて他人使いの荒いひとだろう！）などと考えていた自分が恥ずかしい。言葉や文

化の壁を乗り越えて、プロジェクトをできるだけ子どもたちにとって意味あるものに近づけていく

ためには、通訳者に瞬間的なことばの変換だけを求めるのでなく、できるだけ多くの時間を共に過

ごし、プロジェクトの真意を共有することが、大切なのだと身を持って教えられた気がする。  

     

 

活動③は、厳しい生活条件の中で暮らす子どもたちの内側にある生きていることの証をあぶりだし

た。 

Ⅳ、活動の効果 

●実際に１０冊のマニュアル絵本を作ったことにより、わずかながらも Bajiko 教室の円滑な運営

の役にたてた。 

●文化を知る、学ぶということに対する基本的な心構えをみつめ直す機会を得、本からの知識では

決してわからないベトナムの問題に触れることができた 

●自分たちの住む街への思いを聞きながら一緒に絵本を作ったことで、彼らの生きる根っこにある

「環境」の問題をみつめなおすことができた。さらに、作った絵本を日本に持ち帰り、彼らの思い

を日本の子どもたちに紹介することと、同じような手法で、日本の子どもたちにも絵本をつくって

もらうことで、今後の相互理解と交流をはかっていくことができる。また、彼らの絵本を大人たち

に向けて発表する機会も、日本・ベトナムの双方で作れるよう準備を進めていくことで、BAJ がこ

れまで育ててきた環境教育の流れに繋がっていける可能性が生まれた。 

 

Ⅴ、課題 

今回は２週間という短い期間であったこと、またベトナムの旧正月を挟んでしまったため、フエの

子供たちが実際にゴミの分別活動をしているところに参加することができなかった。子供たちが集

めているゴミをみることができたが、ぜひ次回は子供たちが活動している時に伺い一緒に参加した

い。また、これは時間的な問題と私のベトナム語の乏しさによるところが大きいのだが、子供たち

の作った絵本についてどういう内容なのか十分に把握できなかったことが悔やまれる。しかし、こ

原っぱでの絵本作り 豚肉料理大好き！と笑顔の少年 



れから、この手作り絵本を手がかりに子どもたちとウェブチャットなどで対話を重ねていく中で新

しい交流を生み出していきたい。 

 

 

おわりに 

今回、ＢＡＪホーチミン事務所フエ事務所の方はもちろん、見えないところでＢＡＪ東京事務所の

方々にも出発から帰国までずっと支えていただきました。単独では立ち入ることのできなかった地

域、参加できなかった活動ばかりで、今までＢＡＪの方々が長期的に現地の方との信頼関係を築い

てこられたことの上にようやく成立したものでした。２週間という短い間に、ほんとうに多くのこ

とを教えていただきました。とりわけ、２２時間という時間をかけて車でホーチミンからフエまで

同行してくださり通訳をしてくださったトエ先生には言い尽くせぬ感謝の思いでいっぱいです。 

こんなすばらしい経験の機会をお与えくださった共立国際奨学財団のみなさま、本当にありがと

うございました。 
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              あなたの「夢」は何ですか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【コンテスト応募にかけた想い】 

一年間、あしなが育英会の研修生としてホーチミンのさくら日本語学校にて研修をさせ

て頂いた。さくら日本語学校では、日本語クラスと交流室の担当、学校行事やクラブ活動

の企画・運営などを行い、休日は知人の紹介などで他のボランティア活動等も行い本当に

様々なことを学ばせて頂いた。しかし、充実感とたくさんの愛情を貰って帰国して感じた

のは、日本全体に漂う倦怠感であった。 
ベトナムでの生活を体験している私は既に“アジアを体験”していると言えるだろう。

しかし、四月からは東南アジアに進出する日系企業のコンサルティング会社に就職が決ま

ったこともあり、長所短所も全て含めたアジアの魅力を、もっと明確に自分の言葉で語れ

る人でありたいという思いは強くなった。「一年間の研修は、良かったけれどやり残したこ

とがある」「なんとかして、残り僅かの大学生活の中で再びベトナムに行くことは出来ない

か」と思っていた矢先、今回のコンテストの存在を知り、「これしかない」と応募させて頂

いた。 
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【実施した企画について】 

今回の受賞により、実施させて頂いたのは、まず一つは本企画である「ベトナム人・ベ

トナムで働く日本人の“夢”インタビュー」であるが、これに加えて、研修生時代にお世

話になっていたさくら日本語学校においては「学習動機と“夢”との関係」を学生を対象

にしたアンケート調査も行った。またベトナム人の友人とともに、障害児のリハビリセン

ターと、小学校へ通っていない近所の子供達を集めて計２回の大規模なクリスマスパーテ

ィーを企画した。どうせなら子ども達の喜ぶ顔が見たいと思い、受賞の翌月のクリスマス

の時期を狙って、再びベトナムへ降り立った。 

 
【行程】 

 

日時 月日 主な予定 

1日目 12月 18日（金） 14:30－HCM着 

2日目 12月 19日（土） さくら日本語学校にて学生と交流活動＋インタビュー 

3日目 12月 20日（日） Haさんのクラスでクリスマス会 

4日目 12月 21日（月） HCM市内 日本人の知人にインタビュー 

5日目 12月 22日（火） さくら日本語学校にて学生と交流活動＋インタビュー 

6日目 12月 23日（水） 市内のリハビリセンターにてクリスマス会 

7日目 12月 24日（木） 友人の田舎（Long Khang）家族・友人にインタビュー 

8日目 12月 25日（金） 友人の田舎（Long Khang）家族・友人にインタビュー 

9日目 12月 26日（土） ホンバン大学の学生にインタビュー（2年生） 

10日目 12月 27日（日） 日本人の知人の紹介でインタビュー 

11日目 12月 28日（月） 有隣園（孤児院）へ 

12日目 12月 29日（火） 有隣園（孤児院）へ 

13日目 12月 30日（水） HCM市内 知人の紹介でインタビュー 

14日目 12月 31日（木） 帰国準備 

15日目 1月 1日（金） 0:10 HCM発  7:30関西国際空港着 
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実施企画名：「ベトナム人・ベトナムで働く日本人１００人の“夢”調査  

～あなたの夢は何ですか～」 

 
内容：ベトナム人５０名、ベトナムで働く日本人５０名を対象に“夢”を語ってもらう。 
 
インタビュー対象： 
① ベトナム人…日本語を学ぶ学生(さくら日本語学校・市内大学生)、孤児の子ども(有隣

園の子ども達)、福祉機関で働く人(知人の家族・友人)、一般庶民(市場や露店のおば

さん・セオムのおじさん)、日系企業で働くベトナム人、その他旅先で出会う人々な

ど 
② 日本人…ホーチミン市１区などを中心に、現地駐在の日本人 
 

実施結果： 
ベトナム 74 人名、日本人 26 名の計 100 名を対象に、インタビュー及びアンケートを実

施した。 
 

                                    

 

1. ベトナムの子ども・若者に聞いた“夢” 

インタビューといっても堅苦しいものではなく、子ども達には「大きくなったら何になりたい？」と聞

いたもののまとめである。さくら日本語学校の学生をはじめ、高校生以上の若者に対しては、「なぜ、

いつからそう思うようになったのか」「日本に対してのイメージ」も合わせてインタビューはした。また、

さくら日本語学校及びホンバン大学の日本語クラスではインタビューに加えて、アンケートにもご協

力頂いた。 

 

 ①Haさんのクラスで 

は到着後すぐの日曜日に、さくら日本語学校の学生で友人の Ha さんと、早速一つ目のクリスマ

スパーティーを行った。Ha さんは去年の四月から会社勤めをするようになった為、厳密に言うと今

は行っていないのだが、以前から小学校へ通っていない子ども達を集めて無償で勉強教えてあげ

るボランティアを行っていた。初等教育が義務化されているホーチミン市であるが、地方から出稼ぎ

に来ている家庭の子ども達は市内で通用する ID（身分証）を持たない為、教育が受けられないの

である。 

今回は、そのHaさんのクラスの子ども達と、Haさんの家の近所の子ども達を集めてパーティーを

開いた。子ども達のダンス、歌があった後、いくつかのゲームをしてからプレゼントを配った。インタ
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ビューはをしたのは、そのうち 7 名の子ども達。下は 11 歳から、上は Ha さんの従姉妹で 18 歳の

Van さんに話を伺った。 
 

子ども達とバイクで移動(1番左が私)  

 インタビューの様子 

 

サンタクロースになって(真ん中が私)    Haさんのご家族と一緒に 

 



アジア体験コンテスト to VIETNAM 
2009/12/18~31 Kinoshita Yuri 

5 
 

 
 子ども達は写真に収まりきらないほど元気いっぱい！！  

②Trung tam chinh va phuc hoi nang tre tat vanにて 

 
ホーチミン市内にある Trung tam chinh va phuc hoi nang tre tat van という施設は、日本でいう整

形外科病院兼リハビリテーションセンターである。研修生時代は、日本語学校での仕事が休みの

日に、青年海外協力隊員である知人の働く同センターに、月１～2 回のペースで足を運び、デイケ

アに通っている障害のある子ども達と共にレクリエーションを行っていた。今回私が「ぜひクリスマス

に」と思ったのも、実はその彼女が病気の為日本へ帰国しており、彼女からのメッセージとプレゼン

トを日本から届けるという任務があったということも大きく影響している。 

日本の福祉の現場においても同様のことが言えるのだろうが、ベトナムにおいても福祉

や介護に関わる仕事はその労働の過酷さに対し賃金は低い。同センターにおいても慢性的

な人手不足と資金不足の状況にあるようで、子どもの家庭から徴収している月の利用料も

食費だけで全て消えてしまうと伺った。 

しかし日本の障害者は、ベトナムと比較すれば設備や物資の面では遥かに良い環境にあるとい

えるだろう（ベトナムでは都市部の施設に通うことが出来る人々は少なく、４分の３の障害者は田舎

に住むという）。ベトナムは 530 万人もの障害者を抱える国であるが、日本人の目から見れば今な

お未整備な部分が目立つ。当然ながら日本の福祉が目指す「自立支援」などという発想は、この国

にはまだ根付いていない。けれど「障害のある子を特別に扱わない」「世話が必要なら当たり前に

誰かがそばにいる」というベトナム人の考え方に触れると、「自立（一人で生きられるようにする）」を

目指す日本の福祉の発想が本当に正しいもなのかと疑問でもある。 

クリスマス会は、12 月 23 日に行った。ベトナム人の友人の Hai さん、An さんに手伝っ

てもらい人数分のお菓子の詰め合わせを用意し、センターへ向かう。知的に障害のある子も
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多いので、月に一度来ていただけの私のことなないだろうと思っていたのだが、行くとと何人かが

「Ｙｕｒｉ！」とか「Ｃｏ（先生）！」と呼んでくれた。クリスマス会では、クリスマスの歌や皆が知っている

童謡を数曲歌い、サンタクロースに扮した私達がプレゼントを一人一人に配った。 
インタビューは、意識が明確で比較的言葉が話せる子ども達 5 名に行った。 
 

  

準備中！お菓子のプレゼントを一つ一つ詰めている 

 

 
みんなパーティーが大好き。（サンタクロースの格好をしているのが私） 
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個性的な配色が素敵！笑 

 

見せて！というとみんな笑顔に 

 

日本の「ドラえもん」や「コナン」もベトナム語版が出ているので子ども達にも馴染みが深い。 

 

 
「サンタクロースです！プレゼントをどうぞ！」 

 

 

http://picasaweb.google.co.jp/qwertyuri86/2008_09?authkey=Gv1sRgCKOvt5CK-PDXhwE#5435649190014875138�
http://picasaweb.google.co.jp/qwertyuri86/2008_09?authkey=Gv1sRgCKOvt5CK-PDXhwE#5435649220509636146�
http://picasaweb.google.co.jp/qwertyuri86/2008_09?authkey=Gv1sRgCKOvt5CK-PDXhwE#5435649225471620978�
http://picasaweb.google.co.jp/qwertyuri86/2008_09?authkey=Gv1sRgCKOvt5CK-PDXhwE#5435649162694139250�
http://picasaweb.google.co.jp/qwertyuri86/2008_09?authkey=Gv1sRgCKOvt5CK-PDXhwE#5435649276746090322�
http://picasaweb.google.co.jp/qwertyuri86/2008_09?authkey=Gv1sRgCKOvt5CK-PDXhwE#5435649166934988050�
http://picasaweb.google.co.jp/qwertyuri86/2008_09?authkey=Gv1sRgCKOvt5CK-PDXhwE#5435649186598731074�
http://picasaweb.google.co.jp/qwertyuri86/2008_09?authkey=Gv1sRgCKOvt5CK-PDXhwE#5435649199104626626�
http://picasaweb.google.co.jp/qwertyuri86/2008_09?authkey=Gv1sRgCKOvt5CK-PDXhwE#5435649237985259426�
http://picasaweb.google.co.jp/qwertyuri86/2008_09?authkey=Gv1sRgCKOvt5CK-PDXhwE#5435649226750013314�
http://picasaweb.google.co.jp/qwertyuri86/2008_09?authkey=Gv1sRgCKOvt5CK-PDXhwE#5435649206347897762�
http://picasaweb.google.co.jp/qwertyuri86/2008_09?authkey=Gv1sRgCKOvt5CK-PDXhwE#5435649146904137186�
http://picasaweb.google.co.jp/qwertyuri86/2008_09?authkey=Gv1sRgCKOvt5CK-PDXhwE#5435649289896287186�
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③有隣園にて 
 

有隣園は、ベトナム戦争中に日本人(松田竹千代・衆議院議長)が創設した、ホーチミ

ン市から車で一時間程度のドンナイ省 BienHoa にある施設である。その後は松田氏の

娘・妙子が父の意志を継ぎ、以後、平成 18 年 6 月まで支援されていたとのことである。

以降は子どもの人数減もあり政府の管轄に戻っているようだが、名前はそのまま残り、

現在も園内には「有隣園」という漢字表記の石碑が立っている。さくら日本語学校との

繋がりも深く、以前は出張授業も行っていた。研修生時代にも何度か足を運んでいたた

め、今回の訪問では子ども達との再会を喜び合った。 
施設の子ども達は、元気でよく笑う子ども達で、本当に可愛い。お姉さん格の子ども

達が小さい子の面倒をよくみているこの施設では、「家族のような関係」がきちんと成

り立っていることが伝わってくる。 
ここでは、10 歳から 18 歳までの子ども達 10 名にインタビューを行った。 

 
特に女の子はおませで明るい                  みんな兄弟姉妹のように本当に仲良し！   
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 男の子はなかなかじっとしていてくれない為、写真を撮るのも一苦労 (前列右から２番目が私) 

    

 
③さくら日本語学校にて 

 
次は、私の研修先であり、一年間お世話になったさくら日本語学校について記す。私は

2008 年 3 月から 2009 年 3 月まで、一年間大学を休学し、あしなが育英会の海外研修制度

でベトナム・ホーチミン市の日本語学校「さくら日本語学校」で研修生として仕事をさせ

て頂いていた。同校は、ベトナムにおける最初の民間の日本語学校として約 30 年の歴史も

あり、市内でも有数の語学学校として知られている。 
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さくら日本語学校は約三ヶ月単位で学期が設けられており、各レベルは一学期毎で修了

するため、学期毎に登録する学生数は変動するのだが、常時大体 700 名～1000 名ほどの学

生が学んでいる。ちなみに調査に赴いた 2009 年 12 月の少し前に終了した第 48 学期では、

登録学生総数は 927 名であった。 
日本語は習得外国語としては比較的難しいとされる言語であり、従って諸外国でも中級

以上の学習者は極端に少なくなるのが傾向だが、さくら日本語学校でもそれは顕著に現れ

ておりでおり、初級学習者が 7 割を占めている。 
今回の調査では、主にインタビューはさくら日本語学校の「交流スペース」に訪れる学

生と留学準備クラスの学生に行い、アンケートを 
1） さくら日本語学校留学準備クラス学生 17 名 
2） さくら日本語学校 FPT クラス学生 20 名 

の計 2 クラスでご協力頂いた。 

 FPTクラスで(前列右から１番目が私) 

 
交流スペースで、学生たちと一緒に（前列右から３番目が私） 
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参考として、まずアンケートの一部を記載する。 
  

 学習動機と“夢”の関係 

 
近年、日本語学習の動機や目的が、日本の伝統文化を知ることから、日本人とのビジネ

スを意識したものに変わってくるにつれて、学習者の数は増加し続けている。しかも、こ

の現象はアジア太平洋地域で著しい。 
今回の調査結果では、対象に留学クラスや FPT クラスを入れたために、日本語を学ぶ動

機を「日本や日本人が好きだから」といった単に好意的な理由よりも、「仕事に活かしたい」

「留学したい」とする学習者が目立った。外国語として学ぶ日本語は、あくまでも学習者

に何らかの学ぶ価値があると判断した結果であり、その見返りがなければ学んだ意味がな

いのである。したがって、日本語を学んでいるからといって、必ずしも熱心な親日派や知

日派であるわけではない。 
 一昔前までは、日本語を学ぶ環境自体が少なかった為、その中で日本語を学ぼうとす

るベトナム人とは、よほどの親日家（日本が好きで仕方がなく、熱狂的といえるほどの親

日家）であるか、日本語習得に生活がかかっているタイプ（通訳など仕事に直結させたい）

に二分されたという。 
 対して今日のベトナムでは、日本語教育の発展に伴い、日本語学習者の学習動機・目

的の多様化はますます広がり、その求めている学習到達レベルや学習内容も一様ではなく

なっているといえるだろう。 

42%

22%

13% 13%

5%
3% 4%

0%

5%

10%
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20%

25%

30%

35%

40%

45%

学習動機
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留学するため

日本文化への関心

現在日本語を使用する仕事をしてい

る

日本語が好き

日本人の友人がほしい

その他
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 中学・高校での日本語教育機会と学習者の出身地域の関係 

（中学校や高校で、日本語を勉強しましたか。／ あなたの田舎はどこですか。） 

 

国際交流基金の調査によれば、2003 年に「中等学校における日本語教育試行プロジェク

ト」が立ち上げられ、ハノイのチュー・ヴァン・アン中学校で課外授業として日本語教育

が開始された。2005 年からはハノイ、ホーチミン、ダナン、フエの計 8 中学校において第

1 外国語科目としての日本語教育が開始された。2009 年 5 月時点で、中学校 12 校、高校 3

校において、約 3,200 名が同プロジェクトのもとで日本語を学習している。同プロジェクト

での到達目標は、中学校 4 年間（週 3 コマ）で日本語能力試験 4 級程度、高校卒業時に初

級修了程度となっている。なお、2010 年度からは小学校 3 年生から日本語を含む外国語学

習が開始されるとの情報もある。いずれも「中学・高校で既に日本語を勉強した」と答え

た学生はホーチミン市内の出身者であった。 

1

0

2

19

20

16

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ホンバン大学生

ＦＰＴクラス

留学準備クラス

中学・高校での日本語学習機会の有無

有
無

 

 
 日本語学習におけるポピュラー・カルチャーの影響度 

（日本語の勉強をはじめたきっかけとして、日本のポピュラー・カルチャー（日本のマ

ンガ・アニメ・音楽など）が影響していますか。） 

 

半数以上の学生が、日本のポピュラー・カルチャーの影響で、日本語学習を始めたこと

がわかる。友達が日本語学部に入るので自分もそうしようと思った、姉に日本語を学ぶよ

うに勧められたから、といった日本の科学技術をはじめポップカルチャーなど最新の情報

を入手したい、といった理由もあった。 
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2. ベトナムで学ぶ・働く日本人の“夢”（今後のビジョン） 

 

日本語教員や交換留学生をはじめ、知人の紹介から更に人を紹介してもらうというよう

な形で、現在ベトナムで仕事や勉強をしている日本人の方に、現地での苦労や今後のビジ

ョンについて語って頂いた。紹介して頂いた方は勿論、飛行機や飲食店で偶然隣の席に居

合わせた方を掴まえてお話を伺ったりもした。 
言語の通じる日本人が相手だとつい長く話し込んでしまい、当初の目標であった 50 名に

は程遠く、合計で 24 名と約半数しかインタビューを実施出来なかったが、たった二週間の

中でこれほど様々な職種の方に、初対面で仕事や人生について真剣なお話を伺える機会は

そうないだろうとも思う。インタビューの内容としては、以下の項目をベースとして自由

に対談するという形式を取らせて頂いた。大体一人あたり、短い人で 30 分、長い方だと 3
時間くらいお話させて頂いた。 
 
【インタビュー項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ベトナムで仕事（生活）をする上で大変だったこと 

② 「ベトナム（ベトナム人）」の印象 

③ 離れて思う「日本・日本人」 

④ 今後ベトナム人に期待すること 

⑤ ベトナム人との付き合いで気をつけていること 

⑥ 今後の夢・目標・ビジョン 
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【インタビューを終えての考察】 

 

全体として、【①ベトナムで仕事をする上で苦労すること】は「生活習慣、文化に対する

価値観の違い」という回答が最も多かったが、それを「楽しんでいる」方が多いように感

じた。また「自分は現地にいるので、ベトナム人の考え方も多少理解は出来るが、それを

現地にいない日本人に伝えることが難しい（会社員・30 代男性）」という意見や、「そもそ

も“大変だ”と思い始めるとキリが無いから、大変だと思わないようにする（会社員・50
代男性）」という意見もあった。「法的な縛りが多い。多少の賄賂は当たり前であること（飲

食店店長 60 代男性）」という意見からは、社会主義国であり、やはりまだ発展途上の国で

あるベトナムという国も垣間見られる。 
 
【②ベトナム人の印象】に関しては、「勤勉。視点がグローバルゆえに語学を学ぼうとす

る意欲旺盛。おせっかい好きで人の領域に踏み込んでくる。（日本語教師・30 代男性）」と

の意見がある一方で、「ノーテンキでパッパラパー。真剣に思い悩まない（日本語教師・50

代男性）」という意見もあった。どちらも日本語教師の意見であるのにまた異なる視点であ

るところが面白い。全体的な印象としては「良くも悪くもおおらか。基本的にやさしい（通

訳・翻訳家 40 代女性）」の意見に代表されるところがベトナム人の魅力であるといえよう。 

 

【③離れて思う日本】では「ベトナムも好きだけれども、改めて日本の良さがわかるよ

うになった」という人が多かった。具体的には「多くをいわずともわかってくれる（会社

員・30 代男性）」や「極め細やかな配慮が当たり前にある（大学生・20 代女性）」などだが、

「サービス業など、全てをマニュアル化し過ぎている（日本語教師・20 代男性）」という批

判意見もあった。 

 
生活スタイルや習慣が異なる環境でそうした人々を相手に仕事をするのだから、様々な

問題点が出て来るのは至極当然のことであるが、そんなベトナムにおいて【④今後ベトナ

ム人に期待すること】と【⑤ベトナム人と仕事をする上で気をけていること】を伺った。 
【④今後のベトナムに期待すること】では「もっと世界で活躍出来る力を持っているの

だから、若い世代が広く社会を見て欲しい（会社員・40 代男性）」「インフラ面の整備は勿

論、もっと発展出来ると思う(大学生・20 代)」というような活躍に期待する意見と「家族

を大切にするところを失わないでほしい(翻訳家・40 代女性）」という、昔からあるベトナ

ムらしさも大切しようとする、相反する二つの意見が同居するようである。 
【⑤ベトナム人と仕事をする上で気をつけていること】では、基本的なことだがなるほ

どと思うものが多かった。例えば「バカにしない（日本語教師・20 代男性）」「まず相手（ベ

トナム人）を好きになる（雑誌編集・50 代男性）」である。「ベトナム人がしてくれるのと
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同じように親切に接する（翻訳家・40 代女性）」など、その他の意見でも共通していたこと

は「ベトナム人だろうが日本人だろうが“人”を大切にする（人間関係を軽視すると後で

痛い目に遭うのは自分である）」ということのようである。 
今回の調査のメインである【⑥今後の夢・目標・ビジョン】に関しては、どのインタビ

ューにおいても、最後に聞かせて頂いた。 
「夫婦二人で店を出したい（会社員・40 代男性）」「まだ漠然としているが、とにかくベ

トナムに戻って仕事がしたい（大学生）」「いろんな国の人と関わる日本語教師になりたい

（高校生）」など、内容は人によって全く様々であるが、中でも印象的だった三つを紹介し

たい。 
 「ベトナムだけでなく“アジア”という横の繋がりにも目を向け、アジア全体に国

境を越えて発信していけるフリーペーパー作りをしたい（雑誌編集・50 代男性）」 
 「店で学んだベトナム人が、店のコンセプトやおもてなしの心を継承し、自ら発信

していってくれるようになること（日本料理店店長）」 
 「協力隊で学んだ二年間から更にスキルアップし、もっと彼らの役に立てるように

なりたい（作業療法士・20 代女性）」 
この他にも、現在の職業から派生したものであるかなり具体性を持った「夢（目標）」

を語ってくださる方が多かった。 

ベトナム体験を通して考えたこと 

 

物価が急上昇中のベトナムだが、ベトナム人の中で「日本人はお金持ち」「日本企業は高

収入」というイメージはまだまだ根強い。実際は、日系企業よりも欧米系企業の方が給料

は高いらしいのだが、それでも日系企業は人気があるのだ。しかし一方で、日系企業の規

則の厳しさがベトナム人の性格には合わないことも多いらしく、入ってもすぐ辞めるとい

う話もよく耳にする。ストライキにしろ、離職率の高さにしろ、日本に対する理想が先走

った結果の出来事という気がしてならない。さくら日本語学校でも「日本の会社に入りた

い」と話す学生が多くいるが、そうした学生の声を聞くと偏った情報やイメージが先行し

ていないか心配になってしまう。ベトナム人従業員の側からしても、進出する日本の企業

の経営者側からしても、時間をかけてお互いを知ることが何よりの課題ではないだろうか。 
 

私達は誰でも、複雑な問題は出来るだけシンプルにしようとする癖があるのではないか

と思う。もちろん様々な社会問題の解決を目指す時、その原因は何か、問題の根本は何か

と考えることは大切である。しかし最近、複雑に絡み合った問題を無理にシンプルにする

ことは、時として偏った結論を導くことに繋がりやすいのではないかと感じる。  

例えば、ベトナムの経済が成長する中で、障害を持つ人々の暮らしを問題だと捉えると
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する。そこで福祉施設を建て、無料で治療を受けられるようにする。しかし実際、宝くじ

売りの母親はわが子の障害を直すための治療を、障害がある方が同情を買い宝くじがよく売れる

からという理由で拒んでしまう。ここで、｢なんて母親なんだ｣と片付けてしまうのは偏った見

方だと私は感じる。確かに褒められた行為ではないが、日々の生活に精一杯で困窮した母

親にとっては、それが最善の手段であり、宝くじが売れた方が子どもにも栄養のある食事

を与えられることになるかもしれない。そもそもこの母親が宝くじ販売を仕事にしなくて

はならなくなった背景には、もっと複雑な問題があるかもしれない。 

様々な問題は、何らかの形で関連しているから、一つの問題を解決するために、一つを

変えれば全てが解決するわけではない。ベトナムの経済発展は貧困問題とも関連している

が、当然環境問題や教育格差の問題にも関連があるだろう。経済大国の日本も様々な問題

を抱えている。様々な情報に溢れる現代だからこそ、複雑な問題を正確に捉えられる力を

養いたい。 
 

企画「１００人の夢調査～あなたの夢は何ですか～」について 

私達はすぐに「あなたの夢は何ですか？」というような質問をする。そして、夢がない

と何かつまらない人生を送っているような、哀れみとも侮蔑ともとれるような眼で人を見

るのだ。 
 
今回、いろんな人の「夢」を聞いて回った。それは間違いないのだが、実は本当に知り

たかったのは、その人達がその「夢を抱くようになったプロセス」の方であったことに私

自身も後になってから気が付いた。 
そもそも、なぜこのような企画を思いついたのか、それは実は「夢がない」と誰よりも

強く感じていたのは、誰でもない私自身であったからだ。やりたいことがなかった訳でも、

興味のあることがなかった訳でもない。むしろその逆で、様々なことに興味があり、やっ

てみたいことが多すぎて、選択肢を絞りきれないまま、中途半端で融通の利く「文学部の

大学生」という位置を選んだのは、紛れもない私自身なのである。 
「夢は何？」と聞かれ、誰にでもわかりやすいような「夢」を即座に答えられないこと

で、肩身の狭い思いをした経験が私にもあるからである。 
 
私は、一年間のベトナム生活を経て、次にやりたいこととして「ベトナム」選べるよう

になっていた。だから、活気あるベトナムで働く人々や、ベトナムの若者の夢を聞き、そ

れをまとめ、未来に夢を抱く彼らがいかに素晴らしいかというまとめをすれば良いと安易

に考えていたのだ。しかし、しようとすればする程、それは何か歪んだ真理のようにも思

えてきた。確かに、夢を持つ人々は魅力的で、その話は大変面白い。しかしだからといっ

て「やりたいこと」に迷い戸惑う日本の若者も悪くはないと、調査を終え帰国した今は思
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い直している。 
 
今改めて「やりたいことがわからない」と嘆く若者に私が伝えたいことは、明確な夢が

ないことで落ち込むこともあるだろうが、逆に夢を一つに決めていないからこそ、自由で

いられることもあるということだ。 
絶対的な人生の目標や夢がなくても、人間は幸せになれるのではないだろうかと私は思

う。目の前のことに精進し、日々自分が成長する喜びや、創意工夫の喜びを感じること、

責任を果たすことで信頼されるようになること、人から喜ばれ感謝されることなど、それ

自体が人にとっては大きな幸せになり得るのではないだろうか。それを続けているうちに、

これだと思える夢や目標が決まれば、それも素敵だ。しかし、とらわれ過ぎる必要もない

はずだ。 
 
考えてみれば、実際に働いたことのない若者や子どもに、「やりたいこと」などわかるは

ずがないないのだろうか。やったこともないのに「やりたいことがわかった」というのは、

実は思い込みや「そうであると信じている」だけに過ぎないのかもしれない。 
子ども達の夢は、とてもわかりやすく、シンプルだった。憧れや、好きなものに直結し

ている場合も多かった。一方で、大人の夢は、具体的な夢というか目標を掲げている人が

いる一方で、非常に曖昧さを残している人、いろいろ試行錯誤してきた結果これからはこ

うしていきたい、というような人もいらっしゃった。 
 
今回の調査を通しての私の感想は、単純に、「ものすごく楽しかった」である。あらゆる

協力を得て、偶然の出会いにも助けられながら、自転車とバイクタクシーであちこち走り

回り、人に会っては話を聞いた。強行スケジュールも全く苦にならず「好きなことをさせ

て貰った」と感じている。 
 
結論としては、「夢や目標の如何に関わらず、一生懸命に生き生きと何かに取り組んでい

る人は素敵である」ということにして、本レポートを締めくくらせて頂きたいと思う。 
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【インタビューにご協力頂いた方々】 

 

 ベトナム人 計 74 名 

Ha さんのクラスの子ども達 7 名 

リハビリセンターの子ども達 5 名 

有隣園の子ども達 10 名 

さくら日本語学校の学生 20 名 

ホンバン大学生 4 名 

研修生時代の友人  10 名 

街で出会った子ども・若者 7 名 

市場のおばさん、シントー屋のお姉さん、豆腐屋のおじさんなど近所の人 10 名 

(※わからない方もいらっしゃる為、氏名は省略しました) 

 

 

 日本人 計 26 名 

大学生 4 名 

高校生 1 名 

会社員 7 名 

日本語教師 4 名 

その他 10 名 
 
 
 
今回ご協力頂いた話者の皆様、こうした機会を与えて下さった共立国際奨学財団の皆様

に、心より御礼申し上げます。本当にどうもありがとうございました。 
 

 

以上 



1 
 

ベトナム人 

７４名の 

「夢(したいこと)」 

 

 

 

 

 

留学して環境を学ぶ！ 

 

日本語が上手になりたい

 

デザインを学ぶ！ 

 

通訳になりたい 

 

上手に教えられる先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洋服屋さんの店長！ 

 

社長・・・？かな？ 

社長になりたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (留学クラス１８名) 

 

日本語を使う仕事 

 

 

子ども達の笑顔が見れる

仕事 

 

サッカー選手！ 

 

お医者さんがいいな 

   警察官になりたい 

 

先生になれたら嬉しい 



2 
 

 

お医者さん！ 

 

ダンスを勉強したい  

サッカー選 手           

     お医者さん

 ま だ わ か ら な い ！ 

 

 

 

先生 

 

  大学で勉強したい 

  

？？ 

 

 

 

毎日楽しく生きること！ 

 

家族の幸せ 

 

 

おいしい豆腐作り 

 

結婚したい！ 

隊員になること 

 

 

サ ッ カ ー 選 手

   家族と住むこと

 



 
   
 
 日本人２６名の「夢（したいこと）」 

 

 

「世界一の工場」会社員 

 

「力を付けてベトナムへ」 

作業療法士 

 

「リサイタル」ギタリスト 

 

「ベトナム料理覚えたい」 

主婦 

 

「学校作り」日本語教師 

 

「ベトナムで働く」留学生 

 

「もっと上手く」日本語教師 

 

「ア  「アジアのフリー紙作り」 

編集長 

 

「ベトナムで仕事」日本語教師 

 

「日本で葡萄作り」会社員 

 

「もう少しベトナムで」会社員 

 

「企業クラスの充実」 

日本語教師 

 

「現地企業のペースメーカー」       

会社員 

 

「ベトナム人が働きやすい環境

作り」   自動車販売 

 

「妻と店を出す」 会社員 

 

「家庭教師」元会社員 

 

「ベトナム語を活かして」 

通訳 

 

「もの作りをずっと」技師 

 

「会社を発展させる」社長 

 

「もっとスタッフとわかりあえ

る関係作り」 服飾店店長 

 

「自分のスタイルで」大学生 

 

「飾らず生きたい」大学生 

 

「考え中！」大学生 

 

「ベトナムに日本食文化を」 

日本料理店店長 



「第 10 回日本人学生の『アジア体験』コンテスト to Vietnam」入
賞者が神戸新聞に紹介されました 
 
 
＜神戸新聞＞ 
2010 年 1 月 23 日（土）掲載記事 
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